
□ 下の５つの季語のうちから１つ選んで「たのしかったね」と入れかえよう

□ 下の季語がすでに入っていたらその限りではない。

例＞ ■ 秋の季語

いちょう もみじ 藍染め ハロウィン

■ 冬の季語

焼いも

□ １１月１９日、活動時のお友達の「渾身の一句」

■ 秋天や　ウルトラマント　藍の布← 季語を使った一句、バンダナを大好きなウルトラマンのマントに

見立て活動していました。

■ たのしいね　おばけのかそう　ハロウィン← 「ハロウィン」は秋の季語なので無理に上記の季語を

入れる必要がない。

□参考　 上記の５つが俳句にしっくりこないとき

1 天高し 大気も澄み、空がいっそう高く感じられること

2 竹の春 竹の春は、ほかの木々が黄ばむなかで竹が青々としており、

＊ 竹の秋 筍として成長した若竹がすくすくと育ち、

親竹も青さを取り戻す様子を指して使われます

3 豊の秋 実りの秋の豊かさをことほぐ季語です。 

4 秋の田 稲が熟して穂をたれた田をいう。

5 大根引く 初冬に大根を畑から引き抜いて収穫すること

6 甘薯 さつまいものこと

7 秋収め 農家が秋の収穫にまつわる農作業をすべて完了すること

8 ひつじ田 刈り取りを終えた田んぼで、切り株から新しい稲が
生えてきている状態を指します

9 秋晴れ 秋に空気が澄んで晴れ渡っている様子を表す。

10 えこの草 全体が緑色で、秋に出る穂で子供がよく遊ぶ

11 いわし雲 小さな雲片が魚のうろこのように広がる雲

秋曇
(あきぐもり)

晴れ日と曇りの日が短い周期で
入れ替わるものと言われています。 ﻿

秋うらら
(あきうらら)

秋晴れの心地よい気候でのどかな様子

秋天
（しゅうてん）

秋の空のこと。高く澄んで美しい。

秋爽
（しゅうそう）

ほどよく冷たくさっぱりしていて
気持ちがよいさま。

俳句を作ろう（はいくをつくろう）

季　語 意　味

そぞろ寒
（そぞろさむ）

秋、なんとなく感じる寒さ。

お母様へ


